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はじめに 

 防衛庁が行っている総合取得改革においては、新たな脅威や多様な事態に伴う多様な任務に有効

に対処するため、また、統合運用に資するため、統合的な補給管理に積極的に取り組むとともに、

必要な時に、必要なものを低コストで部隊に供給するための迅速で効率的な補給システムの確立を

目指した各種取組が行われている。 
このような補給改革の取組のひとつとして、既に「RFID の活用に向けた検討」も行われており、

電子タグは、より速く確かな補給を実現するためのサプライチェーンマネジメントの一手段として

入出庫管理や在庫管理での利活用や部隊の緊急展開時における利活用の可能性があるため、今後、

米国国防総省等の動向と整合をとりつつ、自衛隊の業務環境に則した利活用について検討するとさ

れている。 
また、自衛隊は、従来にも増して国際平和協力業務等の海外における多様な任務へ有効に対処す

ることが求められており、かかる国際平和協力業務をより効果的に実施していくためには、任務等

の特性に応じた部隊に対する迅速で効率的な補給システムを早急に確立しなければならないが、本

システムは、国際平和協力活動業務の補給の特性から、極めて短期間のうちに、物資の配送計画の

策定や輸送管理を行い、荒廃した現地に物資を集積し、友好国との物品融通やセキュリティを含め、

僅かな人数で効率的に物品管理を行い得るとともに事態の変化に柔軟に対応でき、しかも本国から

も管理状況を把握し得るものでなければならない。 
本事業では、このような補給システムにおける電子タグの利活用の可能性を検証するため、防衛

庁・自衛隊の協力を得て、輸送計画の策定、補給処への物資集積、梱包と払出に始まり、陸・海・

空自によるトラック輸送、海上輸送、航空輸送を経て現地宿営施設に集積され、更に撤収に至るま

での国際平和協力活動の補給のサプライチェーンを模擬した広範囲な領域での統合的な補給業務を

舞台として電子タグの実証実験を行い、併せて、補給業務における電子タグの利活用の検討の資と

して、防衛庁の進める総合取得改革における補給改革に寄与することと、このような取組を通じて

電子タグのわが国産業界への普及の促進に寄与すること、防衛産業界におけるエネルギー使用の合

理化を促進することを目的とするものである。 
なお、本事業は、防衛庁・自衛隊の全面的なご支援、慶應義塾大学環境情報学部國領二郎教授の

ご指導、ならびに防衛関係・流通電子関係の業界団体からのご協力を頂き、12 企業・機関による、

実証実験コンソーシアムを結成して実施したものであり、深く謝意を表したい。 
 

平成 18 年 3 月  
財団法人 防衛調達基盤整備協会 電子タグ実証実験事務局 

理事 第 2 事業部長  島 健治 
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事業の目的 

防衛庁が行っている総合取得改革においては、新たな脅威や多様な事態に伴う多様な任務に有効

に対処すること、および総合運用に資するため、総合的な補給管理に積極的に取り組むとともに、

必要なものを低コストで部隊に供給するための迅速で効率的な補給システムの確立を目指した各種

の取組が行われている。 

このような補給改革の取組のひとつとして「RFID の活用に向けた検討」も行われており、電子

タグは、より早く確かな補給を実現するためのサプライチェーンマネジメントの一手段として入出

庫管理や在庫管理での利活用や部隊の緊急展開時における利活用の可能性があるため、今後、米国

国防総省等の動向と整合性を取りつつ、自衛隊の業務環境に則した利活用について検討するとされ

ている。また、自衛隊は従来にも増して国際平和協力活動等の海外における多様な任務へ有効に対

処することが求められており、かかる国際平和協力業務をより効率的に実施していくためには、任

務等の特性に応じた部隊に対する迅速で効率的な補給システムを早急に確立しなければならないが、

本システムは国際平和協力業務の補給の特性から、極めて短期間のうちに物資の配送計画の策定や

輸送管理を行い、荒廃した現地に物資を集積し、友好国との物品融通やセキュリティを含め、僅か

な人数で効率的に物品管理を行い得るとともに事態の変化に柔軟に対応でき、しかも本国からも管

理状況を把握し得るものでなければならない。 
このような補給システムにおける電子タグの利活用の可能性を検証するため、本事業では、防衛

庁・自衛隊の協力を得て、輸送計画の策定、補給処への物資集積、梱包と払出に始まり、陸上・海

上・航空自衛隊によるトラック輸送、海上輸送、航空輸送を経て現地宿営施設に集積され、更に撤

収に至るまでの国際平和協力活動に係る補給のサプライチェーンを模擬した広範囲な領域での統合

的な補給業務を舞台として電子タグの実証実験を行う。これにより、補給業務における電子タグの

利活用の検討の資を得て、防衛庁の進める総合取得改革における補給改革に寄与するとともに、電

子タグを活用した防衛産業界全体の業務プロセスの改善等を促進し、以って防衛産業界におけるエ

ネルギー使用の合理化を促進することを目的とする。 
 

事業の実施体制 

補給業務における電子タグの利活用の検討の資とし、防衛庁の進める総合取得改革における補

給改革に寄与するとともに、防衛産業界全体における電子タグを活用した業務プロセスの改革等を

促進するため、自衛隊の国際平和協力活動における補給業務を模擬した実証実験を中心とする本事

業の実施体制は以下のとおりである。 

 

（財）防衛調達基盤整備協会（財）防衛調達基盤整備協会

電子タグ実証実験
プロジェクト全体連絡会議

電子タグ実証実験
プロジェクト全体連絡会議

実証実験計画
管理評価分科会

実証実験計画
管理評価分科会

プログラム管理・
事務局

プログラム管理・
事務局

補給・支援物品
物流保管分科会

補給・支援物品
物流保管分科会

アクセンチュア株式会社アクセンチュア株式会社

富士通株式会社富士通株式会社 日本電気株式会社日本電気株式会社東洋ビジネス
エンジニアリング株式会社

東洋ビジネス
エンジニアリング株式会社

SAPジャパン株式会社SAPジャパン株式会社

トーマツコンサルティング
株式会社

トーマツコンサルティング
株式会社

アイビーエムビジネス
コンサルティングサービス

株式会社

アイビーエムビジネス
コンサルティングサービス

株式会社

電子タグシステム
ワーキンググループ

電子タグシステム
ワーキンググループ

物流保管システム
ワーキンググループ

物流保管システム
ワーキンググループ

サンテン株式会社サンテン株式会社

三菱電機株式会社三菱電機株式会社
エヌ・ティ・ティ・

コミュニケーションズ
株式会社

エヌ・ティ・ティ・
コミュニケーションズ

株式会社

株式会社日立製作所株式会社日立製作所

電子タグを活用した自衛隊の
補給効率化検討委員会

電子タグを活用した自衛隊の
補給効率化検討委員会
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事業者名 主な業務の範囲 

財団法人防衛調達基盤整備協会 • 電子タグ実証実験に関する検討委員会の企画・運営 
• 防衛庁および外部機関等との総合調整 

プログラム管理・事務局 

アクセンチュア株式会社 • プロジェクト全体管理ならびに業務改革との整合性等の実証実験に係るプ

ログラム管理 
• 実証実験用連接システムに関する調査、技術、運用、実験 

東洋ビジネスエンジニアリング

株式会社 

• 補給処等における在庫管理、輸送管理業務に特化した調査 

SAP ジャパン株式会社 • 補給処等における在庫管理、輸送管理業務に特化した調査支援 
富士通株式会社 • 航空自衛隊、海上自衛隊の補給システムに関する調査、技術、運用、実験 
日本電気株式会社 • 陸上自衛隊の補給システムに関する調査、技術、運用、実験 
実証実験計画管理評価分科会 

トーマツコンサルティング株式

会社 

• 電子タグ利活用モデルと評価手法の定義 
• 実証実験結果の評価ならびに評価結果等から導かれる業務の提言 

アイビーエムビジネスコンサル

ティングサービス株式会社 

• 電子タグ利活用モデルと評価手法の定義支援 
• 実証実験結果の評価支援ならびに評価結果等から導かれる業務の提言支援 

物流・支援物品物流保管分科会 

電子タグシステムワーキンググループ 

サンテン株式会社 • 電子タグシステムに関する調査、技術、運用、実験 
• 電子タグの調達、準備 

三菱電機株式会社 • 電子タグ、リーダ／ライタ機材等の準備ならびに設置 
エヌ・ティ・ティ・コミュニケ

ーションズ株式会社 

• 電子タグシステムに関する総合評価支援 

物流保管システムワーキンググループ 

株式会社日立製作所 • 補給・支援物品の物流保管における電子タグ実証実験の企画・実施・運営 
• 保管系支援システム兼電子タグシステムに関する調査、技術、運用、実験 

 

なお、自衛隊の活動の実態と実証実験の乖離を極力小さくするため、防衛庁内部部局、統合幕僚

会議、陸海空各自衛隊ならびに各機関から構成される調達補給効率化ワーキンググループ内に設置

された「RFID 実証実験検討チーム」と調整会議を開催するといった密な連携を図るとともに、実

証実験の実施にあたっては専門的な助言を得るのみならず、実施結果の評価、関連業界における電

子タグの普及、実用化等を視野に入れ、電子タグおよび物流業界に精通する有識者ならびに関係団

体等から構成される第三者評価委員会（電子タグを活用した自衛隊の補給効率化検討委員会）から

の意見等を充分に踏まえてこれを推進した。 

 

事業のスケジュール 

本事業のスケジュールは以下のとおりである。 

 

 

5 12 19 26 3 10 17 24 31 7 14 21 28 5 12 19 26 2 9 16 23 30 6 13 20 27 6 13 20 27

電子タグ実証実験に関する第三者評価委員会 ★ ★ ★

電子タグ利活用モデル等の検討、定義

実証実験システムの開発

実証実験

実証実験の評価及び電子タグ利活用等の検討

報告書の作成

平成17年
作業項目 1月 2月 3月

平成18年
9月 10月 11月 12月
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• 電子タグ利活用モデル等の検討、定義 

国際平和協力業務のサプライチェーンの効率化、最適化を実現すべく、現行補給業務の

分析等を行うとともに、自衛隊の補給業務における電子タグの利活用の可能性を検証し、

自衛隊の業務環境に則した電子タグ利活用モデルについて検討、定義を行う。 

 

• 実証実験システムの開発 

「電子タグ利活用モデル等の検討、定義」に基づき、自衛隊の国際平和協力活動におけ

る補給業務を模擬して電子タグを一定期間活用する実証実験システムを開発する。 

 

• 実証実験 

補給システムにおける輸送物品の請求および輸送計画の策定、補給処への物資の集積、

梱包、電子タグの貼り付け、払出（出庫）に始まり、陸自・空自・海自によるトラック

輸送、海上輸送、航空輸送を経て派遣先宿営施設に集積され、更に撤収に至るまでの広

範囲で統合的な国際平和協力活動に係る補給のサプライチェーンを模擬して、開発した

システムを一定期間活用する実証実験を自衛隊の駐屯地等において実施する。 

 

• 実証実験の評価及び電子タグ利活用等の検討 

「実証実験」における結果を評価する。評価に際しては、国際平和協力活動における補

給業務に対して、電子タグを導入することにより創出される効果を費用対効果やエネル

ギー使用合理化の効果等の観点で定量的に分析する。 

 

• 報告書の作成 

「電子タグ利活用モデル等の検討、定義」から「実証実験の評価及び電子タグ利活用等

の検討」における検討結果、実証実験の結果、評価等について報告書を作成する。 
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